
令和5年度
教科担任制についての

取組
（三次市立八次小学校）

一方で，高学年になると担任と

の関係性に悩む児童もいる。

八次小学校には人懐っこく教

職員に親しみをもって接する

児童が多い。 第５・６学年で教科
担任制を実施し，複
数の教員で組織的に
児童への指導にあた
ることにした。

教科担任制を導入した背景とねらい

発達や生徒指導，家庭環境な
どの課題のある児童が複数い
る。

各教職員の強みを生かした教
科担当によって，授業の質の
向上を図る。



高学年の指導体制

従来の学級担任制のように
授業を通して学級経営を進め
たい。

専科指導
交換授業を実施

複数教員で学年全体
を組織的に指導

算数科を
学級担任が担当

推進教員，専科教員が
５，６年生副担任

中学校教員による
外国語科の指導

中学校との円滑な
接続をねらう。

工夫①

高学年の指導体制

外国
語

学活総合道徳体育家庭図工音楽理科算数社会書写国語教科等

21212.61.71.41.4352.914週時数

専科AAAAAA専科推進AB推進C
5年A組
(担任：A)

専科BBBBAA専科推進BB推進C
5年B組
(担任：B）

専科CCCCAA専科推進CB推進C
5年C組
(担任：C）

外国
語

学活総合道徳体育家庭図工音楽理科算数社会書写国語教科等

21212.61.61.41.435314週時数

専科AAAC専科AA推進AA推進B
6年A組
(担任：A）

専科BBBC専科CB推進BA推進B
6年B組
(担任：B）

専科CCCC専科CC推進CA推進B6年C組
(担任：C）



週案作成について
担任の週案作成
による負担軽減

推進教員が第５・６学年の
毎週の週予定（週案原案）を
作成し配付する。

担任は週予定をもとに，学年
で協議の上，各学級の週案を
作成する。

工夫②

成果と課題



①授業の質と向上
成果

• 担当教科について，到達目標を明確にして指導に当たることで，
児童実態に応じて指導方法を柔軟に変更しながら，学年で共通
した指導と評価を行うことができた。また，同じ授業を３クラ
スに行うことによって指導改善を行うことができた。

• 担当教科が決まっているため効率的な教材研究・授業準備を行
うことができ，授業の質向上を図ることができた。

課題

• 教科横断的な学習を行うための打合せ時間の確保が難しい。
• 担当していない教科についての児童の学習状況については，教
科担当の話と成績のみで知ることになった。

→相互の授業を参観する時間を確保していく。

②多面的な児童理解
成果

• 複数の教員で学年全体の児童と関わることで，随時問題を共
有し組織的な指導を進めることができた。

• 家庭学習や生活上のルールなどについても，児童の様子につ
いて気付いたことを伝え合い，学年で統一した指導を行うこ
とができた。

• 配慮を要する児童についても，学年で児童の状況を共有し，
指導にあたることができた。

課題

• 従来の学級担任制のように，一人の児童を深く理解するには
工夫が必要になる。

→日常的かつ意識的に児童の話を共有していく。



③小学校から中学校への円滑な接続

成果

• 中学校教員による外国語科の授業を行うことで，中学校の授
業への見通しをもたせることができた。

• 中学校では教科ごとに先生が代わるため，小学校のうちから
慣れることができてよい，と感じている児童もいる。

課題

• 今後も，授業でのルールや家庭学習のしかたなど，中学校と
連携し，スムーズな移行ができるようにしていく。

④教師の負担軽減
成果

• ３クラスで同じ授業を行うため，教材研究の時間が短縮された。
• ３クラスを一人で担当するため，授業の進め方や評価の観点など
打合せをする時間が短縮された。

課題

• 時間割の融通が利きにくいため，急な予定変更や休みに対応する
ことが難しい。

• 時間割編成をする担当者への負担が大きい。
→年度当初に基本時間割を組む際に，相互に授業参観できるよう
な想定や，それぞれの担当に偏りが出ないように配慮する。


